
 

おもしろ算数 ○62  （小１・２年生、保護者） 
 

（このページ
ぺ ー じ

は、直接
ちょくせつ

入 力
にゅうりょく

できません。そのまま見る
み る

か、印刷
いんさつ

してもらって使って
つ か っ て

ね‼
！

） 

小学校１・２年生のみなさん、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

、こんにちは。 

おもしろ算数○62 は、「かけ算」のお話です。 

【算数博士
は か せ

の話】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かけ算九九の中で、最も
もっとも

むずかしい段
だん

は何段
なんだん

でしょうか。 

それは、７の段
だん

と言われています。 

７×１ 

７×２ ・・・・・・●７＋７ 

７×３ 

７×４ 

７×５ ・・・・・・●２８＋７ 

７×６ ・・・・・・●３５＋７ 

７×７  

７×８ 

７×９ ・・・・・・●５６＋７ 

 では、なぜむずかしいのでしょうか。 

その答えは、たし算にあります。 

７＋１ 

７＋２ 

７＋３ 

７＋４ 

７＋５ 

７＋６     ◆特に、ここのたし算がむずかしく感じるのです。 

７＋７      それは、なぜでしょうか。 

７＋８      繰り上がり
く り あ が り

のあるたし算では、「１０をどのように作るか」が 

７＋９      大切
たいせつ

になります。 

         「７＋４は、４を３と 1に分け、７＋３＝１０と考えます。」 

         「７＋９は、７を６と１に分け、１＋９＝１０と考えます。」 

        ◆７＋５、７＋６、７＋７、７＋８では、 

         子ども達にとって「１０を作るのがむずかしい」のです。 

そこで、そのむずかしさを乗り越えるために、次のことを大切にしたいのです 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７＋５＝（２＋５）＋５＝２＋（５＋５）＝２＋１０＝１２ 

 

    ２  ５ 

 

        １０ 

 

    １２ 

 

７＋６＝（２＋５）＋（１＋５）＝（２＋１）＋（５＋５）＝3＋10＝13 

 

  ２  ５ １  ５ 

 

    ３   １０ 

 

     １３ 

 

７＋７＝（２＋５）＋（２＋５）＝（２＋２）＋（５＋５）＝4＋10＝14 

 

  ２  ５ ２  ５ 

 

    ４   １０ 

 

     １４ 

 

７＋８＝（２＋５）＋（３＋５）＝（２＋３）＋（５＋５）＝5＋10＝15 

 

  ２  ５ ３  ５ 

 

    ５   １０ 

 

     １５ 

 

※どのたし算も、（５＋５）で１０を作っています。 

 そうすると、子ども達にとって何が大切になるのでしょうか。 

 それは、７＋５では、「７を（５と２）でみる」ことです。 

     ７＋６では、「７を（５と２）、６を（５と１）でみる」ことです。 

     ７＋７では、「７を（５と２）、さらに、７を（５と２）でみる」ことです。 

７＋８では、「７を（５と２）、８を（５と３）でみる」ことです。 

 こうして考えると、７の段のたし算のむずかしさを乗り越える
の り こ え る

ためには、 

 「７を（５といくつ）でみる」ことになります。 

※２年生のみなさん、「７は５といくつ」「６は５といくつ」「８は５といくつ」 

          「５といくつで７」「５といくつで６」「５といくつで８」 

 の勉強をしっかりと身に付ければ、きっと７の段のかけ算
ざん

博士
は く し

になれますよ。 

 

 

 


